多可町における硫酸ピッチ不法投棄事案に係る原状回復事業の

実施について
多可郡多可町八千代区における硫酸ピッチ不法投棄事案については、兵庫県が行為者に撤去指導を実施してきたが、行為者が死亡又は行方不明となる一方で、硫酸ピッチによる保管容器の腐食が進み、生活環境保全上の支障を生じるおそれがあることから、（財）ひょうご環境創造協会（以下「協会」という。）の「兵庫県廃棄物等不適正処理適正化推進基金」を活用し、原状回復事業を実施する。

なお、本事業は、１月２１日（月）１０時から開始（現地取材可能）する。
記
１　原状回復事業の概要
（１）硫酸ピッチの投棄場所

　　　多可郡多可町八千代区仕出原字黒フク２７２－１１他
（２）撤去する廃棄物の種類と量
　　　硫酸ピッチドラム缶35缶、灰白土（スラッジ）ドラム缶21缶、コンテナ１個、汚染土壌５ｍ３
（３）撤去期間
　　　平成２０年１月２１日（月）から平成２０年１月２４日（木）まで

２　基金事業により原状回復する理由　

（1） 生活環境保全上の支障

硫酸ピッチを保管しているコンテナの腐食が進み、生活環境保全上の支障が生じるおそれがあること。

（２）行為者の死亡等による土地所有者からの要請

　　　硫酸ピッチを保管していた行為者が死亡、当該土地の使用者が行方不明であることから、土地所有者からの基金事業による原状回復事業の要請があったこと。

３　兵庫県廃棄物等不適正処理適正化推進基金の概要

　　兵庫県民の安全・安心な生活環境の保全を図ることを目的として、廃棄物等の不法投棄・不適正処理の原状回復及び未然防止等に係る事業を行うために平成15年1月に兵庫県廃棄物等不適正処理適正化推進基金を財団法人ひょうご環境創造協会に設置した。

○　基金事業

　　　廃棄物の不法投棄・不適正処理があったときに、その投棄原因者が不明又は資力不足であり、かつ、廃棄物等を撤去する等の生活環境保全上の支障の除去の措置をとる必要がある場合に土地所有者又は土地管理者等の要請に基づき廃棄物の撤去等の原状回復事業を実施する。

　　　なお、原則として、経費の4分の１は要請者が負担する。

４　事案の経緯
· 平成16年８月に当該地に置いてあるコンテナのなかに硫酸ピッチが保管してあることが発覚し、北播磨県民局が行為者に対して指導を行ったが、原状回復されないまま行為者2名のうち１名は死亡し、残り1名は行方不明になっている。

· コンテナの腐食が著しく、生活環境保全上の支障のおそれがあることから、土地所有者の要請に基づき基金による原状回復事業を実施する。
